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「わ
崎
審
の
遺
鋪
を
学
び

普
段
生
活
し
て
い
る
足
元
に
、
貴
重
な
遺

跡
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
身
近
に

感
じ
、
遺
跡
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
習

し
ま
す
。

区
内
の
遺
跡
と
発
掘
調
査
方
法
に
つ
い
て

の
講
義
を
う
け
た
あ
と
、
縄
文
土
器
な
ど
に

触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
洗
浄
な
ど
基
礎
整
理

作
業
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
ｃ

艤
日
時
　
１０
月
２
日

（木
）

午
後
１
時
～
４
時

警
場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館

高
野
台
２
１
２５
‐
・

（旧
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

饉
交
通
　
西
武
池
袋
線
練
馬
高
野
台
駅

下
車
徒
歩

１２
分

１‐
月
１
日
か
ら

Ｈ
月
７
日
ま
で
の

一
週

間
は

「文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。
こ

の
期
間
中
は
、
全
国
で
文
化
財
保
護
と
活
用

の
推
進
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

東
京
都
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
文
化

財
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
強

調
週
間
の
前
後
を
「東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
都
内
に
あ
る
文
化
財
の
公
開
事
業
と

企
画
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
文
化
財
の
公
開

に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
特
別
公

開
と
、
通
年
公
開
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
企
画
事
業
と
し
て
遺
跡
の
講
義

と
体
験
学
習
会
、
展
示
解
説
会
を
行
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
冊
子

「東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」

特
別
公
開

・
企
画
事
業
編
、
通
年
公
開
編
、

９
月
下
旬
に
伝
統
文
化
係

（区
役
所
本
庁
舎

１１
階
）
・
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

・

区
内
図
書
館
等
で
配
布
す
る
予
定
。

練馬区

地域文化部

文化・生涯学習課

(伝統文化係 )

丁176-8501

練馬区豊玉北 6121

TE103(5984)2442

土
器
に
触
れ
て
み
よ
う
ｒ
」

鰺
申
込
　
往
復
は
が
き
に
住
所

。
氏
名

・
年

齢

。
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
９
月

‐５
日
ま
で
に
伝
統
文
化
係

へ

（
１
グ

ル
ー
プ
ー
枚
で
も
可
っ
た
だ
し
参
加

者
全
員
分
記
入
）

饉
募
集
人
数
　
３０
名

（応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

難
問
合
せ
　
伝
統
文
化
係

①盲
制
 」涯学』][]liiξ

三ウ
:    ヮ

P

神寺戦 髯
‐
亀ξ」鼻欄晶紺 =な ==‐・

生涯学習センター分館
西武バス 「谷原総合体育館J下車

rt歩 2分 (棟馬駅北口～成増町)

企
画
事
業

尾
崎
遺
跡
（都
指
定
史
跡
）

出
土
品
解
説
会

尾
崎
遺
跡
は
、
春
日
小
学
校
建
設
の
時
に

遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
遺
構

や
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
遺
跡
の
解
説
と

出
土
品
に
つ
い
て
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

，
日
時
　
１０
月

２６
日

（日
）

午
前

１０
時
と
午
後
２
時
の
２
回

申
し
込
み
不
要
、
直
接
現
地

ヘ

■
場
所
　
春
日
小
学
校
内
資
料
展
示
室

（春
日
町
５
１
１２
）

●
交
通
　
練
馬
春
日
町
駅
（都
営
大
江
戸
線
）

下
車
　
徒
歩
８
分

静
問
合
せ
　
伝
統
文
化
係
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第 92号 ね りまの文化財 平成 26年 (2014)9月

石
神
弊
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
鑢

（指
定
管
理
者
。
練
馬
図
文
化
撮
輿
議
会
）

東
京
文
化
購
ウ
ィ
ー
ク
関
連
事
業

●

特
別
展
　
『
型
紙
の
美
　
武
蔵
大
学
蔵

「朝
日
家
型
紙

コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
」
―
幕
末
か

ら
明
治
の
染
め
の
世
界
―

』

（武
蔵
大
学
と
の
共
催
展
）

着
物
の
細
か
い
小
紋
染
め
、
浴
衣
を
彩
る

素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
‥
ゝ
　
そ
う
し
た
染
織
の

美
を
支
え
て
い
る
の
が
、
染
め
を
支
え
る
精

巧
な

「型
紙
」
で
す
。

平
成

２４
年
度
、
区
内
の
武
蔵
大
学
に
京
都

府
宮
津
市
の
紺
屋

・
朝
田
家
よ
り
、
幕
末
か

ら
明
治
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
約
３
千
枚
の
型

紙
な
ど
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

型
彫
り
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
、
デ
ザ
イ
ン

の
粋
、
和
紙
の
素
材
の
力
強
さ
。
型
紙
の
世

界
は
、
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

型
紙
や
明
治
期
の
服
飾
な
ど
約
百
点
の
資

料
を
展
示
す
る
ほ
か
、
伝
統
工
芸
で
あ
る
染

め
の
技
術
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【期
間
】
９
月

２７
日

（土
）
～

Ｈ
月

１６
日

（日
）
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

【場
所
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

企
画
展
示
室
お
よ
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【特
別
展
観
覧
料
】
一
般

３００
円
、
高
校
生

・

大
学
生

２００
円
、　

６５
歳
以
上

７５
歳

未
満

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方

‐５０
円
、
中
学
生
以
下
と

７５
歳

以
上
無
料

●
古
民
家
解
説
会

ふ
る
さ
と
文
化
館
に
隣
接
す
る
旧
内
国
家

住
宅
に
つ
い
て
解
説
す
る
ほ
か
、
近
隣
区
の

古
民
家
の
見
ど
こ
ろ
も
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】
１０
月

２６
日

（日
）

午
後
１
時

３０
分
～
午
後
３
時

【講
師
】
山
口
隆
太
郎
氏

（北
区
飛
鳥
山
博

物
館
学
芸
員
）

【申
込
】
２５
名

（事
前
申
込
制
）

●
石
神
井
城
跡
発
据
パ
ネ

ル
展

石
神
井
城
跡

（中
世
豊
島
氏
の
城
跡
）
の

発
掘
調
査
の
様
子
や
出
土
品
な
ど
を
、
特
別

公
開
中
の
主
郭
内
に
て
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
ま
す
。

【期
間
】

１０
月

２５
日

（土
）

～

１‐
月
５
日

（水
）

午
前
９
時

３０
分
～
午
後
４
時

３０
分

【場
所
】
都
立
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡

（三
宝
寺
池
南
の
台
地
上

・
石
神
井

台
１
丁
目
）

【申
込
】
不
要
、
直
接
会
場

ヘ

●
特
別
公
開

「小
野
蘭
山
墓
誌
」

の
公
開
展
示

小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
―
上
八

一
〇
）
は

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学
者

（博
物
学
者
）

で
す
。
蘭
山
の
事
績
を
記
し
た
墓
誌
は
、
平

成

１７
年
の
墓
石
移
転
に
と
も
な
う
調
査
で

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
風
雨
等
か
ら
の
劣
化

を
防
ぐ
た
め
、
現
在
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と

文
化
館
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
墓
誌
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

【期
間
】
１０
月
１８
日

（土
）
～
Ｈ
月
６
日

（木
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【場
所
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

常
設
展
示
室

【入
館
料
】
無
料

【問
合
せ
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

（石
神
井
町
６
１
１２
‐
・
）
電
話

０
３

（
３
９
９
６
）
４
０
６
０

休
館
日

　̈
月
曜
日

（月
曜
日
が
祝
休
日
の

場
合
は
そ
の
直
後
の
祝
日
で
な
い
日
）

詳
細
は
ふ
る
さ
と
文
化
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
，

一
一も
¨ヽ
＼
ヨ
〓
ヨ
・
●
ｏヽ
μＯ
Ｌ
Ｏ
・
ｏ
ヽ
。
」も
ヽ
い
ｏ
『
Ｌ
∽
”

９̈
Ｆ
ユ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小野蘭山の墓誌

型紙の一例

第
２６
回
練
馬
匡
伝
統
工
芸
展

今
年
も
、
区
内
で
継
承
さ
れ
て
い
る
匠
の

技
の
数
々
が
会
場
を
石
神
井
公
園
区
民
交
流

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
練
馬
駅
隣
接
の
コ
コ
ネ
リ

に
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
同
時
　
ｌｏ
月

２４
日

（金
）
～

２６
日

（日
）

午
前

１０
時
～
午
後
６
時

◆
会
場
　
区
民
・産
業
プ
ラ
ザ
８
８
８
８
ト

（
コ
コ
ネ
リ
ご

３
Ｆ
ｇ
ｏ
●
８
９
ト
ホ

ー

ル
／
産
業
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ

ー

」

◆
出
展
種
目
　
江
戸
刺
繍
／
江
戸
木
彫
刻
／

江
戸
筆
／
江
戸
表
具
／
籐
工
芸
／

尺
八
／
手
織
／
東
京
額
縁
／
東
京

染
小
紋
／
東
京
建
具
／
東
京
彫
金

／
東
京
手
描
友
禅
／
組
紐
／
螺
釦

蒔
絵
／
和
裁

◆
内
容
　
展
示

・
実
演

・
販
売

。
体
験
ほ
か

◆
主
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

◆
後
援
　
練
馬
区

・
練
馬
区
教
育
委
員
会

・

練
馬
区
観
光
協
会
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第 92号 ねりまの文化財 平成 26年 (2014)9月

文
化
財
保
護
推
進
員
の

活
動
を
紹
介
し
春
す

練
馬
区
で
は
、
昭
和

６３
年
か
ら
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
文
化
財
保
護
推
進
員
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
推
進
員
の
主
な
仕
事
は
、
区

内
の
文
化
財
の
巡
視
を
行
い
、
保
存
状
況
の

把
握
に
努
め
、
文
化
財
の
保
護

。
保
存
の
た

め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
成

２６
年
４
月
１
日
付
で
、
第

１４
期
練

馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
と
し
て
、

１２
名
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

推
進
員
の
任
期
は
２
年
で
す
が
、
そ
の
間
、

各
推
進
員
は
、
自
分
の
担
当
す
る
地
域
の
文

化
財
の
巡
回
や
調
査
を
行
い
ま
す
。
巡
回
の

際
に
、
文
化
財
の
所
有
者
の
方
に
文
化
財
の

現
状
の
お
話
を
伺

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文

化
財
の
近
所
に
お
住
い
の
方
に
対
し
て
も
、

情
報
収
集
を
行
い
、
文
化
財
保
護
の
た
め
の

地
道
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
成
果
は
、
年
３
回
開
催
し

て
い
る
、
文
化
財
保
護
推
進
員
連
絡
会
で
報

告
さ
れ
、
区
で
は
文
化
財
の
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
行

っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
以
外
に
も
、
区
主
催

の
文
化
財
関
連
事
業

へ
の
協
力
を
通
し
て
、

文
化
財
の
保
護
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
が
、
区
内
の
文
化
財
に
関
心

を
持
た
れ
る
と
と
も
に
、
文
化
財
保
護
推
進

員
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑥須賀頼子⑤鷲田芳夫④平田英二③八巻孝夫②飯田静江①田澤健男

⑫鈴木義範①松下真理⑩相澤博子⑨長坂淳子③徳川達子⑦岩崎秀男

区
内
の
路
傍
や
寺
院
・神
社
の
境
内
に
は
、

庚
申
塔
や
馬
頭
観
音
、
地
蔵
菩
薩
を
は
じ
め

数
多
く
の
石
造
物
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
情
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
石

造
物
も
あ
り
ま
す
が
、
移
設
先
で
も
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
中
村
三
丁
目
の
地
蔵
菩
薩
立
像
な
ど

中
村
３
１
２
に
あ
っ
た

「首
つ
ぎ
地
蔵
」
の

４
で
知
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩
立
像
、
お
よ
び
寛

政

Ｈ
年

（
一
七
九
九
）
銘
の
あ
る
聖
観
音
供

養
塔
な
ど
は
、
中
村
１
‐
１５
南
蔵
院
の
境
内

へ
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

◇
富
士
見
台

¨
丁
目
の
庚
申
塔

富
士
見
台
１
１
１９
の
辻
に
あ

つ
た
安
永
５

年

（
一
七
七
六
）
銘
の
あ
る
庚
申
塔
は
、
高

野
台
３
１
１０
長
命
寺
の
境
内

へ
移
設
さ
れ
ま

し
た
。

◇
練
馬
三
丁
目
の
石
造
物

練
馬
３
１
２４

の
辻
に
あ

つ
た
文
政

７
年

（
一
人
三
四
）
銘
の
あ
る
石
造
物
を
掘
り
出

し
た
と
こ
ろ
、
西
国

・
坂
東

・
秩
父
百
番
巡

礼
を
記
念
し
建
て
た
巡
拝
塔
と
道
標
と
を
兼

ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
練
馬
三

丁
目
公
園
に
移
設
す
る
予
定
で
す
。
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目
指
定
猛登
録
、
都
指
定
の
文
化
財
を
公
開
し
て
い
ま
す

区
内
に
は
国
指
定

・
登
録
、
都
指
定
の
文

化
財
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
普
段
観
覧

で
き
る
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

練
薦
白
幽
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
２
株
の
ケ
ヤ
キ
は
、
い
ず
れ

も
樹
齢
約

９００
年
と
推
定
さ
れ
る
全
国
で
も

有
数
の
巨
木
で
す
。
永
保
３
年
（
一
〇
人
三
）、

一
ヽ
さ
ん
ね
ん
　
　
え
き

源
義
家
が

「後
三
年
の
役
」
で
東
北
地
方
に

向
か
う
際
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
苗
木
を
奉
納

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【所
在
】
練
馬
４
１
２
　
白
山
神
社
境
内

【交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

。
都
営

大
江
戸
線
）
下
車

徒
歩
５
分

三
宝
幸
池
沼
沢
植
物
群
落

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
の
中
央
に
あ
る

「中
の
島

（浮

島
ご
周
辺
を
範
囲
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。　
コ
ウ
ホ
ネ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、　
ハ
ン
ゲ
シ

ョ
ウ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
の
水
生
植
物
を
中

心
に
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ
ま
す
。

【
所
在
】
石
神
井
台
１
‐
２７
ほ
か

都
立
石
神
井
公
園
内

【交
通
】
石
神
井
公
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩

１５
分

牧
野
記
念
庭
園

ま

き

の

と

み

た

ろ

う

た

く

あ

と

（牧
野
富
太
郎
宅
跡
）

（国
登
録
記
念
物
）

世
界
的
に
著
名
な
植
物
学
者
で
あ
る
牧
野

富
太
郎

（
一
人
六
二
―

一
九
五
七
）
が
、
大

正

１５
年
か
ら
逝
去
す
る
ま
で
の
３０
年
余
り

居
住
し
た
住
宅
と
庭
の
跡
で
す
。

【所
在
】
東
大
泉
６
１
３４

【交
通
】
大
泉
学
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩
５
分

【開
園
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
火
曜
日
休
園

【問
合
せ
】
牧
野
記
念
庭
園

０
３

（３
９
２
２
）
２
９
２
０

石
神
井
城
跡
　
（都
指
定
史
む

石
神
井
川
の
水
源
の

一
つ
で
あ
る
三
宝
寺

池
の
南
側
台
地
に
石
神
井
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

南
北
朝

・
室
町
時
代
に
石
神
井
川
流
域
を
支

配
し
た
豊
島
氏
の
拠
点
で
し
た
。
文
化
財
ウ

ィ
ー
ク
期
間
中
は
、
城
跡
の
主
郭
内
が
特
別

公
開
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

・
石
神
井
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

０
３

（
３
９
９
６
）
３
９
５
０

【
所
在

・
交
通
】

「三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落
」
と
同
じ

小
野
蘭
曲
墓
及
び
墓
誌

（都
指
定
有
形
文
化
財
）

い

け

な

が

ど

う

う

ん

は

か

池
永
道
雲
墓

　

（都
指
定
旧
砂

小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
―
上

人

一
〇
）
は

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学
者

（博
物
学
者
）
、

池
永
道
雲

（
一
六
七
四
―

一
七
三
七
）
は
書

家

。
象
刻
家
で
す
。
両
墓
と
も
に
大
正

１２
年

（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
の
罹
災
に
よ

り
、
昭
和
の
初
め
に
浅
草
か
ら
現
在
地
に
移

転
し
ま
し
た
。
小
野
蘭
山
の
墓
誌
は
、
現
在

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
保
管
し
て

お
り
、
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
同
館
で

展
示
し
ま
す

（詳
細
は
２
頁
）
。

【墓
の
所
在
地
】
練
馬
４
１
２７

迎
接
院

・
受
用
院
墓
地
内

【交
通
】
豊
島
園
駅
　
下
車

徒
歩
５
分

東
高
野
曲
奥
之
院

（都
指
定
史
む

長
命
寺
の
境
内
西
部
に
あ
る
霊
場
域
で
す
。

長
命
寺
は
江
戸
時
代
に
紀
州
高
野
山
の
霊
場

を
模
し
て
整
備
さ
れ
た
の
で

「東
高
野
山
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
奥
之
院

へ
の
参
道
に
は
石

塔
や
石
仏
等
が
多
く
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

【所
在
】
高
野
台
３
１
１０
　
長
命
寺
境
内

【交
通
】
練
馬
高
野
台
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩
５
分

丸
山
東
遺
跡
方
形
周
溝
墓

じ

ゅ

つ

ど

ひ

ん

出

土

品

（都
指
定
有
形
文
化
財
）

大
泉
町
三
、
四
丁
目
に
所
在
し
た
丸
山
東

遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
４
号
を
中
心
に
出
土
し

た
弥
生
土
器

１２
点

・
ガ
ラ
ス
玉
７‐
点

・
管
玉

５
点

。
鉄
剣
１
口
で
す
。
武
蔵
野
台
地
に
お

け
る
弥
生
時
代
後
期
の
方
形
周
溝
墓

一
括
出

土
品
と
し
て
秀
逸
で
す
。

【
所
在
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

-4-再生紙を使用 しています。


